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南日永駅を降りてすぐ前にある日
永神社の南東側に薬師堂はあります。
薬師如来坐像は、像高87.㎝で、5

左手に薬壺を載せ、手を施無畏印注
やっ こ せ む い いん

1

に表し、結跏趺坐注 の姿勢をとりま
けっ か ふ ざ

2

す。
ヒノキの寄木造で肉身を金箔押、

よせ ぎ づくり にくしん きんぱくおし

衣を黒色に染めていますが、これら
ころも

は後世に施したものと考えられます。
地髪部の角ばった形や引き締まった
じ がみ ぶ

顔、体躯の肉付けなどから判断して
たい く

鎌倉時代中期の制作と考えられます。

もともとは伊勢安国寺の像で、安
あんこく じ

国寺が炎上した際、近隣の実蓮寺に
じつれん じ

移り、やがて現在地に安置されたと
伝えられています。像内の墨書銘な

ぼくしょめい

どから 度にわたる修理を受けてい4
ることが明らかになっています。

数々の修理を経ながら800年近く
もの間、人々に守られてきた貴重な
仏像です。
拝観希望の人は社会教育課までお
問い合わせください。
注 右手を胸の前に上げ、掌を相手に見せ

てのひら

1
る姿勢で、何ものにも畏れない力を与え

おそ

ようという仏の意思を表しています。
注 座り方のひとつ。「趺」とは足の甲のこ

ふ

2
と、「跏」はももの上に載せることで、

か

「結」は両足を交差させることをさしま
けつ

す。右足が上になると悟りを開いたとき
の状態をあらわし、左足が上になるとき
はまだ修行中の状態を表します。

～近鉄内部・八王子線沿線
の文化財を訪ねて～

社会教育課
（緯354－8240 胃354－8308）

問い合わせ先

→

→

はじめから完璧な親はいません。
親も一緒に成長していきましょう。
家庭児童相談室では、育児に関す

ること、育児の不安、育児疲れ、育
児ストレス、家族関係、ひとり親家
庭の生活全般など、 歳から18歳未0
満の子どもに関わるさまざまな相談
に応じています。また、家庭児童相
談室のある総合会館 階には子育て3

に関する窓口が集約されていますの
で、相談内容に応じて連携した対応
も行っています。
悩みは一人で抱え込むとなかなか
解決しませんが、人に話すことで気
持ちが楽になったり、解決への糸口
が見つかったりすることがあります。
気軽にご相談ください。相談につい
ての秘密は厳守します。
なお、家庭児童相談室は、児童虐
待の通告・相談の窓口でもあります。
地域で大人の怒鳴り声や子どもの泣
き声、暴力らしき物音などが聞こえ
るなど、「もしかして、虐待？」とい
う疑いを抱いたら、家庭児童相談室
に連絡してください。それが結果と

して誤りであっても、責任を問われ
ることはありません。
家庭児童相談室ではすべての子ど
もたちが、健やかに成長することを
願って、今後もご家族の皆さんに情
報の提供や支援を行っていきます。

こども保健福祉課家庭児童相談室
（緯354－8276 胃354－8061）

問い合わせ先

「子どもの遊び場」「健康」「相談」などのお知らせや呼び掛けを、子育て
世代に向けて発信するコーナーです。

→ →

～家庭児童相談室について～

今回紹介するのは、日永地区にある薬師堂に安置されている四日市
市指定有形文化財（彫刻）「薬師如来坐像」です。

やく し にょらい ざ ぞう

薬師如来坐像
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13

市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

城山祭り（10月 日・ 日 三重地区）5 6
本祭り（ 日）では、それぞれの町内6

をこどもみこしが練り歩いた後、三重
西小学校で餅つきが行われ、つきたて
のおいしいお餅が振る舞われました。
熱気球搭乗体験やミニＳＬ機関車乗
車など、楽しい企画の前日祭（ 日）も5
あり、三重西連合自治会主催で行わ
れた祭りを、多くの人が楽しみました。

あなたの大好きな四日市の写真を募集！
ご応募は、住所、名前（ふりがな）、電話番号、コメントと
ともに、メールか郵送、直接、〒510−8601 広報広聴
課（市役所８階 緯354−8244 胃354−3974
糸̇ｋｏｕｈｏｕｋｏｕｃｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ）へ。
選定の上、広報よっかいちで掲載します（ご応募いただい
た作品は返却しません）。

葛葛和無田町にお住まいの辻土至雄さんからの投稿
と し お

「毎年きれいに咲くコスモス畑を、天気の良い日に、鈴鹿山
脈を背景に撮影しました」と投稿していただきました。ピンクや
白のコスモスが、今にも秋風で揺れ動きそうな写真です。

立阪神社大祭
たっさか

（10月12日・13日 大矢知地区）
12日、神社鳥居前で 頭の獅子が舞4

う「舞始め」に始まり、各氏子宅を回
まいはじ

る「皆ならし」、夜には神社境内で「奉
かい

納舞」が披露されました。13日には、
祝い事があった氏子宅で舞う「本舞

ほん ま

い」が行われ、垂坂公会堂での「
たるさか

舞納
まいおさ

め」でフィナーレを迎えました。
立阪獅子舞は平成25年度第62回伊

勢神宮式年遷宮の奉祝行事でも奉納
されました。

市民の皆さんから市内のすてきな風景や、その風景をバックにしたお茶目な
お子さんなど写真を寄せていただくコーナーです。今回はどんな写真かな？

ミニ情報の掲載記事の訂正
10月下旬号15ページに掲載の つ目の記事に誤り5
がありました。お詫びして訂正します。
題名 ＜誤＞「日本梅林」⇒ ＜正＞「日永梅林」
内容 ＜誤＞日永学童保育所 ⇒ ＜正＞日永学童保育園




